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報道関係者各位 

向夏の候 

時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。 

平素は格別のご厚誼にあずかり、厚く御礼申し上げます。 

このたび、藤沢駅南口 391地区市街地再開発準備組合は「第 2回テナント様説明会」を開催いた

しましたので、ここにご報告させていただきます。 

説明会でお伝えいたしました内容について、スケジュールは確定ではなく予定であるとご理解いただいた 

上で、正しく報道していただけますと幸いです。 

何卒よろしくお願い申し上げます。 

藤沢駅南口 391 地区市街地再開発事業進捗報告 

２０２４年６月２１日金曜日 藤沢駅南口３９１地区市街地再開発準備組合（理事長曽我

壽裕）は、藤沢駅南口３９１地区のダイヤモンドビル、フジサワ名店ビル、CD ビルに入居するテナントを

対象として「第２回テナント様説明会」を開催した。 

第１部は午後２時、第２部は午後６時からの開催で、全ビル 57社、62テナントのうち、45社、50 

テナントの関係者 54 名が参加し、藤沢駅南口３９１地区市街地再開発事業の進捗状況などを報

告した。 

説明会は、開会の辞、主催者代表挨拶、関係者紹介、本日の主旨説明、事業進捗報告、今後の

対応等について、質疑応答、閉会の挨拶という進行次第に従って進められた。 
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藤沢駅南口３９１地区市街地再開発準備組合事務局長橋本道雄の進行で、理事長曽我壽裕

が挨拶を行い、関係者として、事業協力者の株式会社フジタ・事業推進支援コンサルタントとして株式会

社タウンプランニングパートナー、商業コンサルの株式会社オーク計画研究所が紹介された。 

再開発コンサルタントから、本日開催の主旨として、１）事業の進捗報告と２）個別面談を開始する

案内を紹介した。（資料①） 

続いて事業協力者の株式会社フジタから、まず都市計画決定（資料②）をご報告し、続いて、本日

もっとも重要な今後のスケジュールについて説明した。 

既報では、テナントにとって最も関心の高い「明渡日」が２０２６年夏頃と伝わっていたが、２０２７

年夏頃というスケジュールに約１年後倒しになったことが伝えられた。（資料③） 

この遅れに伴って、竣工は２０３１年秋頃になることも説明した。 

続いて、今後のテナント様への説明会の予定を含めて、テナント様個別に面談をさせていただくことを伝

え、今後日程調整に協力していただく旨のお願いをし、質疑応答の時間を持った。 

質疑応答では、個別の質問は差し控えて、本日の流れの中での質問に限定したが、「なぜ遅れたの

か？」というものや「再開発事業以外の手法検討は出来なかったのか？」という質問があり、遅れた理由と

しては、工事費高騰による事業計画の見直しや意見の統一に時間をかけたと回答、再開発事業、単

独、共同建て替えなどを、権利者の皆様で協議を重ね、再開発が最も良いと結果が出たと回答した。 

粛々と進む説明会はおよそ４０分で閉会に向かい、藤沢駅南口３９１地区市街地再開発準備組

合事務局のテナント担当者の紹介をして、藤沢駅南口３９１地区市街地再開発準備組合副理事長

の山田秀幸の挨拶で終了した。 

以上 
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テナント様説明会の様子 

 

 

藤沢駅南口 391 地区市街地再開発準備組合事務局 

報道機関担当    事務局長橋本 090-9321-8477 

電 話         0466-90-4869 

ファクシミリ       0466-90-3328 

メール          info@fujisawa391.jp 

ホームページ     https://fujisawa391.jp/ 

 

 


